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1．はじめに 

 絶縁体においては、これまで表面状態の 

研究で用いられてきた低速イオン散乱法、電子

線回折法、オージェー電子分光法や各種の電子

顕 微 鏡 で は 入 射 イ オ ン に よ る        

帯電 (チャージアップ )効果のために分析は 

困難であった。我々は入射プローブとして  

低速な原子を用いた飛行時間型原子散乱表面

分析装置を開発し、それまで困難であった  

絶縁体表面の分析を行ってきた[1]。 

本講演では、絶縁体である KBr (111)の表面 

構造について報告する。 KBr 単結晶は Rock 

salt 構造であり、その格子定数は 6.6Å である。  

Losch らによる KBr (100) の表面構造の先行

研究では、表面緩和により 0.2Åの rumpling が

おこっていることが報告されている[2]。また、

他グループによる AFM を用いた KBr(100) と 

(111) 表面の先行研究もある[3]。本研究では 

低速原子散乱分光法を用いて KBr (111)の  

表 面 構 造 に つ い て 調 べ た 。 試 料 は 、      

10mm×10mm ×t 1 mm サイズの KBr (111)単

結晶であった。入射粒子は、 100kHz に     

パルス化された 3 keV-4He0 を用いた。実験は、

入射粒子を試料に衝突させ、180°後方散乱さ

れた粒子を MCP で検出し行った。得られた 

スペクトルは、飛行時間分解型である。 

 

2. 結果とまとめ 

Fig. 1 に入射角の全方位スキャンの実施に

より得られた Br 原子 からの信号強度を示し

た極点図を示す。 KBr(111)の表面構造は３回

対称性を持っていることが分かった。実験と

シミュレーションを用いて、表面がBr-Topで

あるか K-Top であるかを検討した。詳細に 

ついては講演で述べる。 

 

Fig. 1. KBr(111)の Br 原子からの信号強度の

全方スキャン図(極点図)  
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